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r三田学会輔誌J 69巻 8 号 （I976ザI2；})

佐藤芳雄君学位授与報告

報 告 番 号  

学 位 の 種 類  

授与の年月日 

学位論文題名

Ep第 4 6 1号

経済学博士 

昭和51年 3 月3 1 日 

[寡占と中小企業競争の理論構造J

内 容 の 要 旨

•'寡占と中小企業競争の理論構造J
佐 藤 芳 雄

同一*部門めの寡！:！:i と非霖l i iめ関係が，がわ国の綴粉 

業の分析によっセ明らかにされ，理論の深化がなされ 

た。寡占核と競争的周辺の形成過程，両者の競争と協 

調の局面 , 部分寡占プライスリーダーシップの実態 ,  

そして肩辺が核との寡古的協調にまきこまれていくプ 

ロセスが明らかにされている。

つづいて爽部問の霖占と亦黨占の関係の最M要な 

局而として r下請問題j をとりあげる。素材をァメリ 

力の下請叩題にとり，大企業の外注，購買管理の侧ISI 
から接近し，「購入寡占J の具体的局面として下請問 

題を分析し，理論化している。

最後に， I■寡占体制と中小企業J の問題をわが国の 

今日の現状についてみるべく，独占禁止政策•中小企 

業政策と中小企業問題のかかわりを整理し，今後のあ' 

り方を論じた。 以 上

日本経済の'高魔成長過程における中小企業問題の研 

呢は，主 に r 中小企業の近代化J *■経済成長と中小企 

業J という課題をめぐって展開された。いま日本経済 

が重大な構造変化局面にたつとき，第一義的に淋明さ 

るべきは，褒M 匕の原動力たる産業の支配セククーニ大 

企業の行動と，それによって規定される中小金業のビ 

ヘイビアの現段階的理論化である ‘。すなわち[襄占体 

制と中小企業】という問題視点への転換がなされるベ 

きである。

こめ研究は基本的に，現代寡占経済体制の一周而と 

して，ホ寡占ニ中小企業の問題性を位置づけ,霖占体 

が支配と競争を通じて非寡占セ'クタ一をたえず分解さ 

せ，再編成し，しかも黨i5体の成長.蓄積の有力な源 

泉として# -寡占 ，中小企業を直接.間接に利用すると

論 文 審 査 の 要 き

いう諸関係の解明のための，理論的フレーム ‘ ヴ-ク

構築を志向したものである。 ，

あらかじめ，市場諸顏型と中小企業の関速，従来の 

中小企業 r存立形態論 j 等を整理，# 検討したあとで ,  

霖と中小企業競争の諸局而のうち， し同一廣業部 

門内の寡占と非寡占の関係， 1 1 . 異独座業部門問にお 

ける甚占と非斑 f i i との1M1係に，考察を服定する。そし 

てi この師局而の各細部局T f Hについて，産業組織論， 

鼓占理論，中小企業論等々を総合しながら,ム般的理 

諭としての『域，iひ中小企業競の理論構造 J を掘り 

さげ盤现した。

この研货における [ 理論溝造J は机上の理論をもと 

めていない。現突分析のなかで「3 1 論j が検时され， 

时现論化がなされなけれぱならない0 '

ト) 本研究（論文）の一般的特徵 

佐藤君の本别究は，中小企業簡題に関する内外の豊 

富な実僮分析，実証研究をふまえズ，現代の寡占経済 

体制における当軟問題を解明するための理論的フレ一 

ム . ワクを構築しようとした，まことr 意欲的な労 

作である。，

すなわち，従来のマノレクス経済学の方法による経済 

構造分析としての中小企業論が，いわぱ碰直化した 

r独占支配 . 収海論となって理論的停滞に陥り，ま 

た近代経済学の黨占理論も，中小企業問題に代まされ 

る非寡占セクタ一の問題性十分に把握し海ていない， 

という研究の•現れに鑑みて，佐) ^ 君は i •'産業組纖論j  

の概念を，中小企業問題の分析に拡大授用することを 

試み，これによって, 経済構造論的な独，中小企業 

論 0 理論的滞を打破すると同時に，，.敦占論そのも 

のをも，より豊富ならしめることを意図したものであ 

る。ここに，本研究の一大特徴がある。

( ^ ) 問 題 意 識 と 内 容 骨 子 . . •

本5lf究では，佐藤君のライト，モチーフである『中 

小企業問題への競争論的アプローチ』の観点から，独 

>さ，寡占体の企業行動についてのグイナミツグな， つ 

ァンクシg ナルな分析が道視される。そこで，経済構 

造諭的な中小企業論における，いわゆる•■独占の支配 

形態論j (裏返せぱ，中小企業の従厲的なI■存立形態讓j ) 一  

一 ここでは , 中小企業が，第■-義的に，「彼支配層厂 

として設走される一一- が，展開されるに先立って， fiy 

顾を担う中小企業を，それ自体としては,まず
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するJ 中小企業として把握し直し，それらが，寡 jif体 

制のもとで，どのようにして r披支配J 的状態におか 

れるかを解明する，という方法がとられるととになる

(第 I 章 •第2 章)。

内容的には，中♦ 企ギの異質多元的な存立状況が， 

産業組識論の視角から市場類型別に路理され， I . 同 

一産業部門内め寡占と非数占の関係，及びn . 昇種部 

門間の寡占と非s 'f i jの開係について，それぞれ考察さ 

れ る （第3 章)。

まず， I につ、、ては，わが国製粉業のケース.スタ 

ディを通じて，寡占的中核企業と競争的だ辺企業（中 

小企業）との間の競争と協調の関係力';分析され，（•部分 

寡 プ ラ イ ス . リーダ"シップJ の理論の適用により， 

核と周辺の r平和共存J , すなわち，周辺たる中小 

業が核の傘のもi に温存される， という問題が解明さ 

れ る （第4 章

つぎに， IIについては，佐藤君がとくに力点をおく

r下請問題J を对象として，従来の中小企業研究では 

殆ど着手されていなかったアメリ力の下請関係の实熊 

把握と，その理論的整理が行われ，そこで， r下講間 

M j の理論的掘，り下げのための幾つかの観点が明らか 

' にされる（第5 章~ 第8 享)。

' すなわち，採算上の合理主義に徹するアメリカでは， 

下請関係の論理的 ‘ 卖哼的な出発点は，親企業による 

"make or b u y "原 則 （内製か外注かを決定する経営政策 

に係わるIロ*]題）にあり，コス.トの而から，'ひとたび.*【buy". 

'(外注）の方針が決定すれぱ，そこには，発 注 （親）企

業による "Supplier S e le c tio n "  下請企業の選択

•評価の方法， 発注 . 下請の規模,' »MuItiplesource 
P o l i c y " (披数供給源政策） による下請企業同士の競争 

の強制，下請価格決定9 問題等々~ ~ー, あるいは， 

''Supplier Relations'* (下請企業との取引関係） の安定 

化の重要性等の問題の存在することが，自励审産業を 

はじめ幾多の実証例をもってfil認される。 .

ここで，とくに強調されているのは，下請中小企業 

が，下請企業同士と，下請企業と親企業， という rニ 

重の現樊的 • 潜在的な競♦ j の条件下におかれている 

ことであり，かかる競中が，かれら自身による r 自由 

な競争J ではなく，む し ろ I■親企業= 賊占的大企業に 

よって操作され , 管理された競# J であることである。 

こ9 ような競♦性の甚本的メカニズを解明すぺきポ 

イントとして, 次の四点が示される。

①親大企業による下謝中小企業の選定♦選別と,' 

下請中小企業間わ競争の強制のメカュズム。

③ 下 請 価 '格決定•価格引下げをめぐる競争めメカ

ニズム0

③ 企 衆 説 合 （integration) i：下請関係をめぐる能 

争の作用めメカニズム。

④ 親 大 企 業 に よ る r収海」と下請中小企業の f 価 

値 破 嫩 （I■不等価交換j のII職)。

をして，最後に，本研究のしめくくりとして，以上 

の *■理論構造i 力;，現ま的な政策次元の問題にまで拡 

大 ，延長されることにより，いままでの高度成長時代 

のわが国中小企業政策への批判的提言•が行われる。す 

なわち，ここで，従来の中小企政饿が，•あまりにも， 

通産政策（高度成長と近代化） —— 53倒であった点が批 

判され , 中小企業fJlj題につながる夸日的 rニ]g構造J 

( は? 占と非霖へのま産組識の分極f匕） に桃戦す.ぺく， 

独占禁止政策の強化，産業組織政策への転換が提唱さ 

れている。 （第9 享)。

(さ本研究の評価 

、以上の内容を通じて，佐藤君の r 中小企業問題への 

鏡争論的ァプローチ」の作業は，理論次元から政策次: 

元にわたっT , 基本的には，所期の目的を架し得たも 

のと見られる。 •

本研究におけるメリットと目されるものを列挙すれ 

ぱ，以下の述りである。

( 1 ) 従 来 の r鹿業構造j 概念に代づて，新たに[座 

業組織J 概念が導入され，媒占理論の具体化が因 

b れることによって，独占 .中小企業論の通弊で 

あった概念的，図式的な硬直性を克服する手懸か 

ひが得られたこと。

( 2 ) 中小企業の存立，存 緣 （とくに，同-韻們内の 

係） め問題について，市場構造の現実に即した,  

キメ細い理論化が意园ざれていること。

( 3 ) 下請問題の分析について，キやマンネリズムと 

化した独占支ffil•収鶴命に代って， 発 fお（親）企 

業の購入寡占の経営政策，行動論と，これに対応 

する受注（中小） 企業の競争論（强制された競争） 

とを絡み合わせることにより，却って，安配•収 

海ニ rシツよせJ の今日的なメカニズム力ら極め 

てダイナミックに，ヴィヴィ' ダドに把えられる, 

というメリットをも'0 こと。 .

( 4 ) 現状問題への具体的な言及について，いわゆる 

教条的な戦略論乃至組織運動識, あるいは, 故意、' 

に政治 * 政策論を避けた抽象的な展望論，のいず 

れにも姐することなく，中小企寒問題への淹:業組 

織論的な視角が，首尾-^賞して持されているこ

123(7^1)
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とo
< 5 ) 本研究全般が，主として，アメリカのま業組織 

論及びスモ一ル，ビジネス研究に開するIS大な最 

新の調3^資 料 （ア力デミズムからビジネス. づネッジ 

メントのレペルに至るまで)， さらには,佐藤君y 激 

による精力的なフィ一ルド.ワークの詔成果の上 

に立って行われたものであり, しかも，この種ア 

メリ力のデータが，さき問題意識のもとに分析 ’

されたのは，本研究をもって嗔矢とするものであ 

ること。

( 6 ) 佐藤君の問題意識の底には，やはり， 0 本の中 

小企榮問題の特賞への強い関心があったものと思 

/ われる力‘; ，そこからまちに，当該問題についての 

日米] t 较といった方向に進まず，むしタ，寡占経 

済の，最も成熟したアメリ力の現突に即した理論化， 

一般化を試み，それによって，日本の間題をも照 

射し得る理ま命的フレーム*ワークの構築につとめ 

すここと。 .

メリットは，ほぽ以上のごとくであるが，勿論，問 

.權が皆無というわけではない。’というめは，本研究か， 

何分にも，マルクス経済学の中小企業論と，近代経済 

学の寡占理論 . 産業組織論との，双方の嶺域にわたる 

斬新なものであるだけに，既存の研究スタイルを尊重 

する立場からは，当然，疑問乃至反論の出ることがす 

想されるからである。

例とぱ，マルクス経済学の4^小企業論からは，総体 

としての生産関係の分析(いわぱ，搏取と収菊の構造分析） 

'であるべき中小企業論が，市場構造.市場行動といっ 

たミクロの市場メカニズムの分折に域少化され，さら 

にそれが，市場成果の問題に係わる産業組織政策0 提 

唱という帰結に導かれるとするならぱ，これは，まさ 

に，クルクス主義的な现狀分析の样辑みから，大きく .

;免脱したものである， という批判が出ることは否めま 

•I、◊

また，近代経済学の理論体系からすれば，非ぽciミセ 
.ク，ターの分析が，一*觅，産業組織論的な柴いをこらし 

ているようではあっても，結局，マルクス主義の博:取 

. 収痛論に☆ 脚するものである限り，それは，異質の 

.理論を抱え込んだ^ 餘の析爽論にはかならない（例え 

ぱ激対 # ⑨の取扱い力に，これまで，独占資本対中小企 

‘ ，幾という概念の立て力をしてまたマルりス主義めな究想がう 

かがわれるt いうことになろう）》 とする評-価が下される

かも知れない。

あるいは, また，政策提言の前提となる現状認識

( [ニ!&橫造j の狂在）についても，. 中 小 企 業 題 ）に 

对する産業組織政策が，現実に有効なものとなるには，

1■現代的二重構造J の間題（寡占对非露占の関係う.とと 

もに，い わ ぱ 「ロ本的な，企業的なニfit構造J の侧丽 

(階層的.差別的なタテ揺造) , そして雨者の重合性を，十 

分に分析する必耍もあると思われる。こうした間題点 

については，.佐藤君自身，今後の研究课題として残し 

たニつの間題—— (1)中小企業の競#•が労働者に及は’す

敏響，（2)中小企業の体制的な被収奪の間題'------に対し

て，本研究の分析祝免がどのような成果を生むか，そ 

のC、かんが何よりの回答とな:るであろう。

ともあれ，中小企業問題の現まがいよいよ国際化し 

つつある今日，とかく孤立的な低迷状況にあった「日 

本的中小企業論•！（とくに，経済構造サ析としての） が，

本研究により，ま業組織識的な手法を通じて，国際的 

に通用し得る形に整理され休系化されはじめたこと 

は, わが国ホ小企業研究にとって画期的.なととであり， 

学位論文として，千分適格のものと認める次第であ

る。
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T華橋資本の形成過舞J

内 容 の 要 旨

r華德資本の形成過程J
李 国 卿

いま, 全世界に住む華儒および華裔（華儘の子孫）の 

総数は2 千方人を超える。力、れらは，五大州のはとん 

どあらゆる地域にひろがっているが， 服者ないしは 

械民者として，それらの地城に波ゥたのではない。' 長 

い歴史め期問に，あるときは政変に迫われた亡命者と 

して，またあるときは飢餓に迫られた難民として，さ 

らにあるときは , 欧米植民地ま;BE者に狩り出された 

rものいう家畜j として與鄉の地に渡り♦ 1̂ 1らの額に
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